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鳳

船
場
の
町
人
た
ち
は
家
業

の
傍
ら
、
自
由
な
姿
勢
で
学

問
と
教
育
に
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
真
骨

頂
が
私
塾

へ
の
支
援
だ
と
思

う
。
主
な
私
塾
と
し
て
、
適

塾
、
懐
徳
堂
、
梅
花
社
、
泊

園
書
院
な
ど
が
あ
る
が
、
中

で
も
日
本
の
維
新
に
果
た
し

た
適
塾
の
役
割
は
大
き
い
。

今
日
は
心
を
新
た
に
し
て
、

適
塾
を
訪
ね
た
。
ち
ょ
う
ど
、

特
別
展

「適
塾
か
ら
大
阪
医

学
校
へ
」
が
開
催
中
で
、
非

常
に
身
近
に
感
じ
取
れ
た
。

適
塾
は
天
保
９

（
１
８
３

８
）
年
、
緒
方
洪
庵
が
開
設

し
た
蘭
学
塾
で
あ
る
。
彼
の

人
生
哲
学

「自
分
の
心
に
適

す
る
も
の
を
適
と
し
て
楽
し

む
」
の
意
味
の

「適
々
」
に

ち
な
ん
で
、
適
塾
と
呼
ぶ
。

当
時
、
儒
教
精
神
が
絶
対

視
さ
れ
て
い
た
の
で
、
画
期

的
な
発
想
だ
と
思
う
。
医
者

叱
ん

の
で
③
Ъ
構
ぇ
は

「拠
氏し

医

戒
之

略
」
第

２
条

に
て

「病
者
に
対
し
て
唯
、
病
者

を
診
る
べ
し
。
貴
賎
貧
富
を

い
議
銘
な
衆
微
「
帥
士し。
好
麟

の
感
涙
に
比
す
る
に
、
そ
の

心

に
得

る

と
こ

ろ
如
何

ぞ

や
。
深
く
こ
れ
を
思
う
べ
し
」

と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
人
間

愛
に
満
ち
た
医
学

へ
の
思
い

で
あ
る
。
こ
の
思
い
は
門
下

生
の
福
沢
諭
吉
に

「天
は
人

の
上
に
人
を

つ
く
ら
ず
」
の

言
葉
を
語
ら
し
め
、
江
戸
に

洋
学
塾
を
開
か
せ
た
。

門
下
生
で
は
も
う

一
人
、

大

村
益

次
郎

に
注

目
し

た

い
。
司
馬
遼
太
郎
の
「花
神
」

で
主
人
公
、
村
田
蔵
六
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
上
巻
間

も
な
く
の
文
中
に
、

「適
塾

酒
を
飲
ん
だ
。
自
分
の
昇
格

を
自
分
で
祝

っ
て
い
る
つ
も

り
で
あ

っ
た
」
と
あ
り
、
彼

の
孤
高

ぶ
り

が
う

か
が

え

る
。今
、
隣
の
公
園
か
ら
、
物

干
し
台
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
ス
ケ

ッ
チ
を
し
て
い
る
。

一
見
秀
才
タ
イ
プ
の
彼
が
、

蘭
学
で
医
学
を
学
び
な
が
ら

も
兵
学
、
造
船
、
新
政
府
総

司
令
富
、
軍
制
改
革
の
分
野

で
指
導
的
立
場
に
立

っ
た
の

は
興
味
深
い
。
学
問
の
た
め

心
意
気

に
敬
意

を
表

し
た

し

明
治
時
代
に
入

っ
て
適
塾

は
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
緒
方
惟

準
（嗣
子
）
、
緒
方
郁
蔵

（義

弟
）
、
緒
方
拙
斎

（養
子
）

ら
の
参
加
で
ヽ
大
阪
大
学
医

学
部
の
前
身
、
大
阪
医
学
校

が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
洪

庵
の
江
戸
幕
府
奥
医
師
お
よ

び

西
洋

学

問
所
頭

取
を
経

て
、
明
治
以
降
に
東
京
大
学

医
学
部
の
前
身
で
あ
る
東
京

医
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
さ

阪
大
な
ど
３
医
学
部
の
ル
ー
ツ

で
の
あ
る
夏
、
輪
請
の
成
績

が
よ
く
、
第

一
級
生
に
な

っ

た
。
塾
頭
や
塾
生
に
注
目
さ

れ
て
も
彼
ら
と
あ
ま
り
交
わ

ら
ず
、
独
り
緒
方
家
の
物
干

し
台
に
上

っ
て
、
豆
腐
の
皿

を
ひ
ざ
も
と
に
引
き
つ
け
て

・の
学
問
で
な
く
、
開
国
、
西

洋
化
の
日
本
の
近
未
来
を
予

測
し
て
、
そ
れ
に
必
要
な
学

問
を
究
め
、
必
ず
形
に
す
る

実
行
力
が
す
こ
い
と
思
う
。

こ
の
力
は
洪
庵
の
教
育
方

針

「自
由
な
発
想
」
「平
等
」

「幅
広
く
学
ぶ
」
か
ら
醸
成

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

医
師
と
し
て
の
洪
庵
で
注
目

し
た
い
の
が
、
天
然
痘
の
予

防
接
種
活
動
の
た
め
に
、
除

痘
館
を
嘉
永
２
（
１
８
４
９
）

年

に
開
設
し

た
こ

と

で
あ

る
。
公
衆
衛
生
に
挑
戦
し
た

ら
に
福
沢
諭
吉
の
洋
学
塾
が

慶
応
義
塾
医
学
部
に
発
展
し

て
い

っ
た
。

適
塾
が
三
つ
の
医
学
部
の

ル
ー
ツ
と
な

っ
た
こ
と
は
大

阪
の
誇
り
で
あ
る
。
適
塾
が

閉
鎖
し
た
明
治
元

（
１
８
６

８
）
年
ま
で
の
３０
年
間
、
全

国
に
誇
る
べ
き
門
下
生
を
輩

出
し
た
裏
に
は
、
八
重
夫
人

の
テ
キ
パ
キ
と
し
た
台
所
さ

ば
き
と
塾
生
の
母
と
し
て
の

思
い
や
り
が
あ

っ
た
の
で
は

と
、
１
階
の
食
卓
と
か
ま
ど

を
み
て
気
付
か
さ
れ
た
。

大

阪

の
誇

り

「適
塾

」を
起
点

に
し

て


